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求めて学ぶ 考えて行う 自ら鍛える １２月１日（火）

『命と人権を考える月間』取組報告（１）

校長 飯野 博史

今年のカレンダーも残り一枚となりました。一年の締めくくりをしっかりとして、新し

い年を迎えたいと思います。ご協力よろしくお願いいたします。

これまでお知らせしてきましたが、八中では１１月、１２月を「命と人権を考える月間

（いじめ防止強化月間）」として様々な取組を行っています。

しらさぎ

■小・中連携「いじめ問題を考えるめぐろ子ども会議」 11/25

大岡山小５，６年生児童代表と八中１，２年生代表が集まり、「いじめ問題を考える

めぐろ子ども会議」を開催しました。今年度のテーマは「なぜいじめは起こるのか」で、

「いじめ問題」を扱ったＤＶＤを視聴した後、５グループに

分かれて話し合いを深めました。意見が出やすいように、い

じめられている人、いじめている人、周りで見ている人の気

持ちなどを付箋に書き出し考えをまとめていきました。「い

じめ」という難しいテーマでしたが、八中生が司会や発表を

担当し、小学生をリードしていました。

全体会で各グループの報告をし合い、各学校でさらに「い

じめ防止」について話し合いを深めていくことを確認しまし

た。

八中では生徒会朝礼で報告した後、各学級で「いじめ防止

スローガン」を作成し、発表し合う予定です。「みんなが安

心して楽しく通える学校」をこれからも目指していきます。

■「お肉の情報館」を活用した人権学習（１年生） 11/17

１年生が、ＪＲ品川駅港南口前にある「東京都中央卸売市場食肉市場 お肉の情報館」

を見学しました。普段口にしているお肉が食卓に届くまでの経路、職員の方の仕事に対

する思い、職員の方たちに対するいわれのない偏見や差別などたくさんのことを学習し

ました。生徒の感想です。「お肉の情報館でたくさんのことを学びました。肉の加工の

仕方で、少し怖いなと思うシーンもありましたが、作業をしている方たちは手作業なの

にとても素速く作業をしていることに驚きました。

ベルトコンベアや機械等を使い、とても効率よく肉

をつくっていることが分かりました。」

「食肉をつくっている方々にひどい差別の書き込

みがあることを知りました。食肉をつくっている方

々はなぜ差別を受けなければならないのでしょうか。

差別的なはがきやインターネットでの書き込みが展

示されていました。今もまだ続く差別が一日でも早

くなくなってほしいと思います。」

※ 写真掲載にあたっては 「お肉の情報館」の許可 をいただきました



人権特別講演会のお知らせ

日時・場所：１２月１８日（金） ２時３０分 八中体育館

演題：「外国人とともに暮らす社会 －多文化理解・共生の心を育むかけはし－」

講師：具志アンデルソン飛雄馬さん

目黒区総務部人権政策課オープンスクールとして実施します。今回、八中のために

三重県津市から講師の先生を特別にお招きし、お話をうかがいます。

保護者・地域の方の参観も可能です。ぜひお出でください。

○具志アンデルソン飛雄馬さん紹介

今回の講演会については改めてご案内を配布いたしません。本「学校だより」をもって

ご案内とさせていただきます。

◎昨日から「三者面談」が始まりました。お忙しい中、ありがとうございます。。

「学校評価アンケート」へのご協力ありがとうございました。集計・分析のうえ、「学校

だより」等で報告いたします。今後ともよろしくお願いいたします。

・多文化共生NPO世界人 理事長

・ブラジルに移住した日本人の子孫（日系３世ブラジル人）で、

１９９０年に来日。

・来日後、学校・社会ですさまじい「いじめ」に遭い、非行に

走る。

・それからは想像もつかない波乱万丈な人生を送る。

・現在、「いじめ」などの体験をもとに、小・中・高・大学で

国際化教育指導員として、生徒たちの指導・相談サポートに

あたっている。

・また、「多文化共生NPO世界人」を立ち上げ、ＮＰＯ活動を通

じて、実態調査・生活相談事業・署名活動や請願活動を行う

一方、市民、学生、企業、行政、教師を対象に、子どもから年配までの幅広い層に、

講演活動を行っている。

■心を磨く「トイレ掃除」 11/15

日本を美しくする会「東京掃除に学ぶ会」の協力

をいただき、全校トイレ掃除を実施しました。八中

からは生徒・保護者４０人の参加、全体で約２００

人の参加がありました。

１５班に分かれて約２時間、便器を磨きました。

掃除の後、すがすがしい風がトイレに流れました。

閉会式では各班の代表者が感想を発表しました。

「最初は何でトイレ掃除なんかやるのか、いやで

仕方がありませんでした。でも、やっているうちに

夢中になりました。汚れが落ちるともっとやりたく

なりました。終わった後にすっきりした気持ちにな

りました。」八中生の感想です。

みんなで食べる、できたてのカレーライスの味は

格別でした。

「百見は一体験に如かず」という言葉があるそう

です。実際に体験して初めて分かるということです。

掃除には不思議な力があります。来年度も開催しま

す。八中在籍中に一度は体験してみてください。


